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示すことを明らかにしている。具体的には 46.7 mol%および 58.0 mol%の EuO を含有する
Al2O3-B2O3-SiO2 系ガラスを溶融急冷法により作製し、メスバウアースペクトルの異性体シ
フトからガラス中の Eu2+の配位数は 8 から 12 であることを明らかにするとともに、光吸収
スペクトルにおいて 600 nm よりも低波長側に Eu2+の 4f7から 4f65d1への遷移を反映した強
い吸収が見られること、2 種類のガラスはともに短波長領域で大きなファラデー効果を示す
ことを見いだしている。特に 58.0 mol%の EuO を含む組成の 633 nm における単位磁場、単
位厚さあたりのファラデー回転角は－300 rad T-1 m-1であり、これまでに報告されている希
土類高含有ガラスの値を凌ぐものであることを明らかにしている。さらに、ファラデー回
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と Eu2+の局所構造を関連づけ、大きなファラデー効果の起源を明らかにした。  
 
以上、本論文では、Fe2+あるいは Eu2+を高濃度で含有するアモルファス酸化物を対象
に、典型的なイジング系とみなせる Fe2+含有アモルファス酸化物に観察されるスピング
ラス転移およびスーパースピングラス転移の本質を明らかにするとともに、Fe2+系およ
び Eu2+系において、従来の類似の酸化物を凌ぐ大きなファラデー効果を示す新しいアモ
ルファス酸化物を見いだしており、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よっ
て、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２９年
２月２１日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期
課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
